
行

宮

I
天

作
平

三 歌
午

蓋 改
行
辛
時
の

伊
勢
路
の

寓

琴
詠

か

ら

誓萱撃萱墓警裏蔓這暮雲
轟

音
が る 行 9 注

葦蓋
宮

裏芸

①
･ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤
② 不 多 狭 河 朝 河

が 破 垂 残 口 明 口

巻 行 行 行 行 行 行

第 宮 宮 宮 宮 宮 宮

の

頑
③
は 6 6 6 6 6 6

巻 ･

第
一 - 二 二 ニ ー

云望望望望望望 虞

@

-

u 表芸表芸2 2 岡
で 詞 詞 詞 注 注 注

講 義
中

芸 隆
唯

l l

を 関 と 例 の
_

で の

挙 連 あ ( よ こ あ 用

げ し る 雇 う の り 例
る て 例 紀 に ｢

､ ､

ー

- 雲
行

誓蓋蔓霊裏芸萱

行

宮

作

歌

故

-

天
平
十
二
年
聖
武
行
幸
時
の
伊
勢
路
の
寓
葉
詠
か
ら

○
キ
ー
ワ
ー
ド
=

行
幸

･
離
宮

･
内
舎
人
･
宴
席
歌

･
従
駕
歌

一
､
は
じ
め
に

天
平
十
二
年

(七
四〇
)

十

1
月
の
聖
武
天
皇

｢関
東
行
幸
｣
(注
1
)
(出

発
は
十
月
末
の
二
十
九
日
)
時
の
一
連
の
黄
葉
歌
群

(6
二
〇
二
九

～
一〇
三
六
番
歌
)

に
は
'
行
宮
名
が
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
｡

河
口
行
宮

･
朝
明
行
宮

･
狭
残
行
宮

･
多
重
行
宮

･
不
破
行
宮

こ
の
行
宮
名
の
列
挙
に
格
段
の
不
審
は
な
い
が
､
調
べ
て
み
る
と
実
は

特
異
な
こ
と
と
な
っ
て
く
る
｡
即
ち
'
『高
菜
集
』
中
に
行
宮
名
が
記
載
さ

れ
て
い
る
事
例
は
以
下
の
わ
ず
か

l
O
例
に
限
ら
れ
る
｡

①
伊
橡
熟
田
津
石
湯
行
宮

1
･
八
左
注

②
阿
胡
行
宮

1
･
四
四
左
注

③
和
射
見
我
原
乃
行
宮

2
･
一
九
九

(20
-
21
句
)

④
河
口
行
宮

6
二

〇
二
九
題
詞

⑤
河
口
行
宮

⑥
朝
明
行
宮

⑦
河
口
行
宮

⑧
狭
残
行
宮

⑨
多
重
行
宮

⑩
不
破
行
宮

①

･
②
が
巻
第

一

慶

庵

義

隆

6
二

〇
三
〇
左
往

6
･
I
〇
三
〇
左
往

6
二

〇
三

1
左
注

6
･
1
〇
三
二
題
詞

6
二

〇
三
四
題
詞

6
･
1
〇
三
六
題
詞

の
二
例
'
③
は
巻
第
二
の
一
例
で
倭
歌
中
で
の
唯

1

ll

の
用
例
､
他
の
④
～
⑩
の
七
例
が
当
面
の
聖
武
関
東
行
幸
歌
群
中
の
事
例

で
あ
り
'
そ
の
用
例
の
偏
り
が
指
摘
出
来
る
｡

こ
の

｢行
宮
｣
に
類
す
る
事
例
を

『高
菜
集
』
中
か
ら
挙
げ
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
｡
宮
都
の
例
や
殖
宮
の
例
等
は
除
い
た
｡
ま
た
京
域
内
の

例

(｢佐
紀
宮
｣
｢高
市
皇
子
宮
｣
｢大
津
皇
子
宮
｣
｢嶋
宮
｣
な
ど
)
を
除
き
､
離
宮

と
あ
る
例

(｢吉
野
離
宮
｣
｢三
香
原
離
宮
｣
｢河
内
離
宮
｣
｢高
園
離
宮
｣)
も
除
き
'

関
連
し
て

｢吉
野
宮
｣
｢難
波
宮
｣
も
除
い
た
｡
｢行
宮
｣
に
類
す
る
事
例

を
挙
げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
除
外
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
措
置
を
と
る
と
'



以
下

e d c b a の

八 伊 比 兎 伊 事

十 濠 良 道 複 例
-

湯 宮 乃 温 が

隣 宮 宮 湯 残
之 子 宮 る

宮
D

1 3 1 1 1 1

三 八 セ セ 六

二 左 左 左

四 注 注 注

七 圧
二 こ 倒
例 れ 的
の ら に

巻 の 多
別 ｢ く
の 行 て

用 事 全

例 関 五

数 係 八

を 語 例
｣

存

苧幸吉
る 行 (

と 幸 注

警奉
l

o

う 御
,6 = 幸

な こ

ら
, ,i

御

筆

全

蔓要≡弼窪喜蓋慧墓岳墓室蔓
係 て は お

語 ｢ 巻 け

の 行 第 る

確 宮
-

倭

⊥ て 行
認

L

n 完軍
事 例 の

例 と 例
と な と

重 り い

な
､

I

つ

る 巻 こ
o

第 と
-

で

o ｡ ｡ ,

雫 護憲
雪 孟宗

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

20 1 9 1 8 9 6 4 3 2 1

由 三 二
四 二 五 七 五 二

例 例 例 例 例 例 例 例 例

( ( /
- ･･ヽ -

- ( ( ( ′
~ ヽ

､

幸 幸 幸 幸 幸 幸 幸 幸 幸
)

行
･

芳
)

差等誓誓鴛誓
ヽ _ /

) ヽ ー ヽ ー ヽ - 一
′

御 幸

幸 行
ヽ ー ヽ _ 一 ′

り 幸 六 歌 巻 当

蔓墓室警蓋墓墓薯喜
乃

)

の
o

行 て つ

至 芸有蓋苦言i:
D

- 1 2
-

以
下
の
事
例
が
残
る
o

a
伊
複
温
湯
宮

b
兎
道
乃
宮
子

C
比
良
宮

d
伊
漁
場
宮

e
八
十

1
隣
之
宮

1
･
六
左
往

1

･
七

1

･
七
左
注

1
･
八
左
往

13

･
三
二
四
二

圧
倒
的
に
多
く
て
全
五
八
例
存
す
る

(注
2
)
0

こ
れ
ら
の

｢行
幸
関
係
語
｣
(幸
･
行
幸
･
幸
行
･
御
幸
二
二
行
･
御
駕
)
全

七
二
例
の
巻
別
の
用
例
数
を

1
覧
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
O

e
は
'
巻
第
十
三
に
お
け
る
倭
歌
中
の
例
と
い
う
こ
と
で
特
異
な
用
例

に
な
る
が
'
そ
れ
以
外
は
巻
第

一
の
用
例
と
な
り
､
巻
第

一
に
お
け
る
偏

在
と
い
う
意
味
に
お
い
て

｢行
宮
｣
の
事
例
と
重
な
る
｡

二
､
行
幸
関
係
語
の
確
認

次
に

『高
菜
集
』
中
に
お
け
る

｢行
幸
｣
に
関
係
す
る
語

(以
下

｢行
幸

関
係
語
｣
と
称
す
る
)
の
用
例
に
つ
い
て
'
確
認
し
て
お
こ
う
｡

｢行
幸
｣
の
例
は

『
高
菜
集
』
中
'
六
例
あ
る

(1

･
五
､
3

二
二
三
'
3

･

三
三
1､
4

･
五
四
三
､
6

･
九
完
左
往
､
6

二
〇
三
二
)o
こ
の
内
'
歌
中
の
語
に
つ

い
て
は

i
般
に

｢い
で
ま
し
｣
或
い
は

｢み
ゆ
き
｣
と
訓
ん
で
い
る
o
｢幸

行
｣
の
例
も

『黄
葉
集
』
中
に
五
例
あ
る

(3

･
二
八
八
左
往
､
3

二
元
五
t
l
･

四〇
九
八
題
詞
､
20
･
四
二
九
三
題
詞
'
20
･
四
望
七
題
詞
)｡
歌
中
例
の
二
九
五
番
歌

は

1
般
に

｢い
で
ま
し
｣
と
訓
ん
で
い
る
｡
ま
た
'
｢み
ゆ
き
｣
と
訓
む

｢御

幸
｣
(4
･
五
三
こ
と

｢三
行
｣
(9

二
七
四
九
)
の
例
が
存
し
て
い
る
｡
他
に
､

1
般
に

｢い
で
ま
し
｣
と
訓
ん
で
い
る

｢御
駕
｣
(2

･
二
三〇
)

の
1
例

(志

貴
親
王
葬
送
挽
歌
中
の
事
例
)
が
あ
る
O
以
上
の
他
は
､

｢幸
｣

1
字
の
例
が

巻
1
-
‥
‥
二
二
二
例

巻
2
-
-
-
-
五
例

巻
3
-
-
-
-
七
例

巻
4
-
-
-
-
五
例

巻
6
-
-
-

〓

一例

巻
9
-
-
-
-
四
例

巻

18
-
-
-
-
二

例

巻

19
-
-
･･････1
1例

巻

20
-
-
-
･-四
例

(幸

･
行
幸
)

(幸

･
御
駕
)

(幸

･
行
幸

･
幸
行
)

(幸

･
行
幸

･
御
幸
)

(幸

･
行
幸
)

(幸

･
三
行
)

(幸
行
)

(辛
)

(幸

･
幸
行
)

や
は
り
巻
第

一
に
お
け
る
例
が
三
二
例
と
突
出
し
て
い
る
が
､
つ
い
で

当
面
の
巻
第
六
に
お
け
る
例
が

〓

一例
で
あ
り
二
番
目
に
位
置
し
て
い
る
｡

巻
第
六
は
巻
第

一
に
つ
い
で

｢行
幸
関
係
語
｣
が
多
出
し
､
公
的
行
事
の

歌
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
歌
巻
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
｡
巻
第

六
の
当
面
の
聖
武
関
東
行
幸
歌
群

(6

二
〇

二
九
～
一〇
三
六
番
歌
)
中
の

｢行

幸
関
係
語
｣
は
'

一
〇
二
九
題
詞

(辛
)
と

一
〇
三
二
番
歌

(行
幸
)
と
な

り
'
｢行
宮
｣
の
よ
う
な
偏
在
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
｡

二
｢
｢
行
宮
｣
関
係
歌
に
つ
い
て

先
に
見
た

｢行
宮
｣
に
類
す
る
事
例

(
a
伊
預
温
湯
宮
t
b
兎
道
乃
宮
子
､
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誓

書
空

室妄墓書…慧
蛋

芋蔓雲量喜芸要
望碧雲喜

c ち

所 金

天 紀 大 右 念 野

皇 温 御 検 乃

幸 湯 歌 山

近
o ｣

㌔ 上 美
江 三 ㌔ 憶 革

蔓長句葉 書
雫
雪空嚢莞
妻妾雷 雲
吉 正 ｢

誓色盲 蓋
蛋袈反 言
責吉星 嘉

○
ヽ

ヽ

庚 天 幸 ( 借

賃書芸1圭蓋

G) d

目国i日
日室員員員目頭

巨

国
岳

目
- 13

-

C

比
良
宮
､
d
伊
稼
湯
宮
､

e
八
十
l
隣
之
宮
)
を
含
め
て
t
r行
宮
｣
関
係
歌

を
巻
次

･
歌
番
号
順
に
掲
げ
る
｡
用
例
の
上
部
に

a
と
か
①
と
記
し
て
い

る
の
は
'
先
に
挙
げ
た

｢行
宮
｣
の
用
例
番
号

(①

～
⑩
)
及
び

｢行
宮
｣

類
似
例
の
符
号

(
a
-
2
)
で
あ
る
｡

幸
讃
岐
園
安
益
郡
之
時
'
軍
王
､
見
山
作
歌
｡

霞
立

長
春
日
乃

晩
家
流

和
豆
肝
之
良
受

村
肝
乃

心
乎
痛

見

奴
要
子
鳥

ー
歎
居
者

珠
手
次

懸
乃
宜
久

遠
神

吾
大

王
乃

行
幸
能

山
越
風
乃

濁
座

吾
衣
手
亦

朝
夕
ホ

還
比

奴
礼
婆

大
夫
登

念
有
我
母

草
枕

客
ホ
之
有
者

思
遣

鶴

寸
乎
白
土

網
能
浦
之

海
魔
女
等
之

焼
塩
乃

念
曽
所
焼

吾

下
情

(1
･
五
)

反
歌

山
越
乃

風
乎
時
日
見

落
夜
不
落

家
在
妹
乎

懸
而
小
竹
植

(
1
･
六
)

右
槍
日
本
書
紀
'
無
幸
於
讃
岐
園
｡
亦
軍
王
未
詳
也
｡
但
山
上
憶

良
大
夫
類
衆
歌
林
日

r記
日

｢天
皇
十

1
年
己
亥
冬
十
二
月
己
巳

a

朔
壬
午
､
幸
子
笥

｣
云
々
｡

一
書

｢是
時
宮
前
在
二
樹

木
｡
此
之
1
1樹
'
斑
鳩
比
米
二
鳥
大
集
｡
時
効
多
桂
稲
穂
而
養
之
｡

乃
作
歌
｣
云
々
｣｡
若
疑
従
此
'
便
幸
之
欺
｡

明
日
香
川
原
宮
御
宇
天
皇
代

〔天
皇
財
量
目
足
姫
天
皇
〕

額
田
王
歌
｡

b

金
野
乃

美
革
苅
葺

屋
梓
礼
里
之

当

別
可
能

借
五
百
磯

所
念

(
1
･
七
)

C

右
槍
山
上
憶
良
大
夫
類
衆
歌
林
日

｢
f
書

｢戊
申
年
､
幸
相
良
固

大
御
歌
｣｡
｣｡
但
'
紀
日

｢五
年
春
正
月
己
卯
朔
辛
巳
'
天
皇
至
自

紀
温
湯
｡
三
月
戊
寅
朔
､
天
皇
幸
吉
野
宮
而
韓
宴
蔦
｡
庚
辰
日
､

天
皇
幸
近
江
之
平
浦
｣
｡

後
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代

〔天
皇
財
重
日
足
姫
天
皇
譲
位
後
即
位
後
岡
本
宮
〕

額
田
王
歌
｡

熟
田
津
亦

船
乗
世
武
登

月
待
者

潮
毛
可
奈
比
沼

今
者
許
垂

乞
菜

(
1
･
八
)

右
検
山
上
憶
良
大
夫
類
衆
歌
林
日

｢飛
鳥
岡
本
宮
御
宇
天
皇
元
年

d

己
丑
九
年
丁
酉
十
二
月
己
巳
朔
壬
午
､
天
皇
大
后
幸
子
笥

叫.

後
岡
本
宮
駁
宇
天
皇
七
年
辛
酉
春
正
月
丁
酉
朔
壬
寅
'
御
船
西
征

①

始
就
干
海
路
o
庚
戊
御
船
拍
子
伊
線
熟
田
津
石
湯
行
矧
o
天
皇
御

覧
昔
日
猶
存
之
物
昔
時
忽
起
感
愛
之
情
｡
所
以
困
製
歌
詠
為
之
哀

傷
也
｣.
即
此
歌
者
天
皇
御
製
蔦
.
但
額
田
王
歌
者
別
有
四
首
O

石
上
大
臣
､
従
駕
作
歌
｡

吾
妹
子
乎

去
来
見
乃
山
乎

高
三
香
裳

日
本
能
不
所
見

園
遠

見
可
聞

(
1
･
四
g
)

着
日
本
紀
日

｢朱
鳥
六
年
壬
辰
春
三
月
丙
寅
朔
戊
辰
'
以
浄
虞
串

鹿
瀬
王
等
為
留
守
官
O
於
是
中
納
言
三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂
脱
其
冠
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撃を…
慧義

…竪
墓

…墨壷芋警…蔓壷墓賢…賢
妻芸

14

位
撃
上
於
朝
重
諌
日

｢農
作
之
前
車
駕
未
可
以
動
｣
｡
辛
未
'
天
皇

②

不
従
諌
遂
幸
伊
勢
〇
五
月
乙
丑
朔
庚
午
御
当

別
｣.

高
市
皇
子
尊
城
上
頼
宮
之
時
､
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
,
作
歌

一
首

芸

歌

注
文

忌
之
伎
鴨

〓

云
由
遊
志
計
礼
拝
母
〕

言
久
母

綾
布
畏
伎

明
日
香
乃

真
神
之
原
ホ

久
堅
能

天
都
御
門
乎

憾
母

定
賜

而

神
佐
扶
跡

磐
隠
座

八
隅
知
之

吾
大
王
乃

所
聞
見
為

③

背
友
乃
園
之

真
木
立

不
破
山
越
而

凋
倒
..雨
射
見
魂
原~
司

~

相
可
亦

安
母
理
座
而

天
下

治
賜

〔
二
万
掃
賜
而
〕

食
園
乎

定
賜
等

鶏
之
鳴

吾
妻
乃
囲
之

御
軍
士
乎

喚
賜
而

千
磐
破

人
乎
和
為
跡

不
奉
仕

園
乎
治
跡

〓

云
掃
部
等
〕

皇
子
随

任

賜
者

大
御
身
ホ

大
刀
取
得
之

大
御
手
亦

弓
取
持
之

御
軍

士
乎

安
騰
毛
比
賜

-
下
略
-

(2
二
九
九
)

十
二
年
庚
辰
冬
十
月
'
依
大
宰
少
式
藤
原
朝
臣
康
嗣
謀
反
嶺
軍
'
幸

子
伊
勢
園
之
時
､

④

河
印
行
劇
叫､
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
'
作
歌

l
首
.

河
口
之

野
連
年
鹿
而

夜
乃
歴
者

妹
之
手
本
師

所
念
鴨

(6

二
〇
二
九
)

天
皇
御
製
歌

一
首
｡

妹
ホ
懇

書
乃
松
原

見
渡
者

潮
干
乃
滴
ホ

多
頭
鳴
渡

(6

･
10
三
〇
)

⑤

右

1
首
今
案
､
吾
松
原
在
三
重
郡
C
相
去
珂
印
行
劇
叫速
夫
O
若
疑

⑥

御
在
朝
盟

m川劇
叫之
時
'
所
製
御
歌
'
借
着
誤
之
欺
｡

丹
比
屋
主
真
人
歌

一
首
o

後
布
之

人
乎
思
久

四
泥
能
埼

木
綿
取
之
泥
而

好
住
跡
其
念

(6

二
〇
三
)

⑦

右
案
'
此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎
｡
所
以
然
言
'
勅
大
夫
従
湖
面

行-
薗
還
京
'
勿
令
従
駕
蔦
｡
何
有
詠
思
泥
埼
作
歌
哉
o

⑧

笥

叫'
大
伴
宿
祢
家
持
'
作
歌
二
首
｡

天
皇
之

行
幸
之
随

吾
妹
子
之

手
枕
不
巻

月
曽
歴
去
家
留

(6

二
〇
三
二
)

御
食
園

志
麻
乃
海
部
有
之

真
熊
野
之

小
船
飾
乗
而

奥
部
樟

所
見

(6

二
〇
三
)

⑨

美
濃
園
劃
萄
相
可
'
大
伴
宿
祢
東
人
へ
作
歌

t
首
o

従
古

人
之
言
来
流

老
人
之

襲
若
云
水
曽

名
ホ
負
瀧
之
瀬

(6

二

〇
三四
)

大
伴
宿
祢
家
持
'
作
歌

l
首
｡

田
跡
河
之

瀧
乎
清
美
香

従
古

官
仕
兼

多
重
乃
野
之
上
布

(6

二
〇
三
五
)

⑩

萄

剖
'
大
伴
宿
祢
家
持
'
作
歌

1
首
o

関
無
者

還
ホ
谷
藻

打
行
而

妹
之
手
枕

巻
手
宿
益
乎

(6

二
〇
三
六
)

e

百
岐

年
三
野
之
園
之

高
北
之

州
刊
｣
開
忍
封
ホ

日
向
ホ

行
磨

閲兵
有
登
聞
而

吾
通
道
之

奥
十
山

三
野
之
山

廓
得

14



誓嚢壷壷裏書至曇書聖責苦萱琴霊室毒草墓言い

芸慧
依
等

人

錐
衝

無

意
山
之

｣

奥

様

享 野

垂 之
E i 匹

と ① が 葉 キ 行 と お 次 か 宮 持 て の

歪

雑纂豪掌蔓幾裏書毒草墓誓書
誓

し
｣

以 載 集 ス 紀 あ

行 ･ 見 の が と
｣ い

宮 d る 影 行 こ と う

享警言
霊
章吾馴

て

- 15 -

人
錐
跡

如
此
依
等

人
錐
衝

無
意
山
之

奥
横
山

三
野
之
山

右

1
首
O

(13
二
二二
四
二
)

い

よ
の

ゆ

の
み
や

い
よ
の
ゆ
の
み
や

ま
ず
､
a
の

｢伊
橡

温

湯

宮

｣

(1

二
八左
注
)
と
d
の

｢伊
複

湯

宮

｣

(
1

･

い
よ
の
にき
た
づの
い
_王ゆ
の

八
左
往
)
及
び
①
の

｢伊
隷

熟

田

津

石

湯

相
剖
叫｣
(1
･
八
左
注
)
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
｡

a
は

｢山
上
憶
良
大
夫
類
衆
歌
林
日
｣
と
あ
り
､
憶
良
編
に

な
る

『
類
衆
歌
林
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
｡
そ
の

『
類
衆
歌
林
』
が

｢記

日
｣
と
し
て

『
日
本
書
紀
』
静
明
天
皇
十

一
年
十
二
月
壬
午
条
を
引
用
し

て
い
る
O
該
当
の

『
紀
』
に
は

｢伊
線
温
湯
宮
｣
と
そ
の
ま
ま
の
語
形
で

見
ら
れ
る
｡
d
は
'
や
は
り

『
類
衆
歌
林
』
に
載
る
箇
所
で
､
｢飛
鳥
岡
本

宮
御
宇
天
皇
元
年
己
丑
九
年
｣
と
あ
る
が
'
こ
の

｢九
年
｣
は
諸
注
が
指

摘
す
る
よ
う
に
十

一
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
'
『
静
明
紀
』
十

一
年
十
二
月

壬
午
条
は
右
に
引
い
た
通
り
で

｢伊
線
温
湯
宮
｣
と
あ
り
'
そ
れ
を
こ
こ

は
簡
略
に

｢伊
隷
湯
宮
｣
と
記
し
て
お
り
t

a
と
d
は
同
所
を
さ
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡
①
は
'
同
様
に

『
類
衆
歌
林
』
に
載

る
箇
所
で
あ
り
'
こ
こ
は

『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
七
年
辛
酉
春
正
月
条

を
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
'
｢御
船
拍
子
伊
諌
熟
田
津
石
湯
行
宮
｣
と
載
る

そ
の
ま
ま
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
｡
続
く

｢天
皇
御
覧
昔
日
猶
存

之
物
昔
時
忽
起
感
愛
之
情
｣
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
文
章
で
あ
る
が
､

こ
の

『
類
衆
歌
林
』
に
載
る

一
文
の

｢昔
日
猶
存
之
物
｣
か
ら
'
少
な
く

と
も

『
類
衆
歌
林
』
の
編
者
憶
良
は
同
所
と
理
解
し
て
い
た
事
に
な
り
'

ま
た
憶
良
が
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
逸
書

(｢昔
日
猶
存
之
物
｣
所
載
の
書
)

に
お
い
て
も
同
様
の
理
解
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
く
t

a
･
d
･
①
は
同

一

の
場
所
を
さ
し
て
い
る
と
見
て
良
い
｡

右
の
よ
う
に
見
る
と
'
｢行
宮
｣
と
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
'
行
宮
と
し

て
の
例
が
存
す
る
こ
と
に
な
り
'
こ
の

a
-
2
の
事
例
の
検
討
が
意
味
を

ひ
ち
の
みや

持
っ
て
来
る
｡
と
な
る
と
t

c
の

｢比
良

宮

｣

(1

･
七
左
往
)
も

｢比
良
行

宮
｣
の
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
'
｢幸
比
良
宮
｣
と
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
す
る
と
'
通
過
点
と
い
う
よ
り
は
目
的
地
と
し
て
あ
る
こ
と
に
な
り
'

次
に
示
す
事
例

e
の
離
宮
に
限
り
な
く
近
い
事
例
と
見
る
の
が
良
い
｡

う
ぢ
の
み
や
こ

b
の

｢兎
道

乃

宮

子

｣
(1

･
七
)
に
つ
い
て
は
'
古
都

(少
な
く
と
も
説
話
上
に

お
け
る
古
都
一
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
'
か
つ
て
説
い
た
通
り
で
あ
る
(注
3
)
｡

く

く

り
の
みや

巳
の

｢八

十
一

隣

之

宮

｣

(13
二
二二
竺
)
に
つ
い
て
も
､
実
在
か
否
か
は

別
と
し
て
'
少
な
く
と
も
説
話
的
存
在
と
し
て
'
景
行
天
皇
の

｢泳
宮

〔泳

く
く
り
の
み
や

宮
､
此
云
匠
玖

利

能

滞

邦

〕

｣
(景
行
紀
四
年
春
二
月
条
)
が
存
在
し
､
そ
れ
に
関

係
す
る
長
歌
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
場
合
'
景
行
紀
に
よ
る
と
､

鯉
魚
浮
池

朝
夕
臨
視
而
戯
遊

時
弟
媛
欲
見
其
鯉
魚
遊

而
密
来

臨
池

(同
条
)

と
あ
り
､
行
宮
と
い
う
よ
り
も
常
置
の
離
宮
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
｡
『
景

行
紀
』
の

｢泳
宮
｣
と

『高
菜
集
』
の

｢八
十

一
隣
之
宮
｣
(
e
)
と
は
テ

キ
ス
ト
が
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら
'
同

1
視
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
が
､
『高

菜
集
』
に
出
る
宮
が
行
宮
か
離
宮
か
と
い
う
判
断
と
し
て
は

『景
行
紀
』

が
載
せ
る
原
伝
承
の
影
を
見
て
も
良
か
ろ
う
｡

以
上
の
よ
う
に
見
る
と
､
a
～
e
中
'
行
宮
と
し
て
の
例
は

｢
a
･
d

･

①
｣
に
お
け
る

a
･
d
の
事
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
､
｢伊
務
温
湯
宮
｣

と
し
て
の

｢石
湯
行
宮
｣
(①
)
は
'
そ
の
地
が
行
幸
目
的
地
と
し
て
あ
る

-15-



て b 湯 ｢ 的 行 格 こ い 迩 と 行 と 波l土付 比 て 事 ① に と

ま
､

② の 行 行 存 旅 を の う 波
､ ｣

と 之 の け 較 い 例
｣

極 い

た こ の 東宮 声菅守宮琵主壷写写篭宴
麦
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警
妻

妻墓掌宣誓書警曇衰裏蔓童萱草真筆き軍蔓蔓草蔓草2 1

空

の

し 宮 9
. 誓④夏

9
.

a
o 霊琵

次 時 † と 乱 可 乱 柿
ヽ

甲 .I

該
当
歌
群
に
つ

い

て

れ
)

も 中
'

行 に

芸i ノ -

中 i
の ⑩
一

-

の

時 七

寄 例
) 泊 の

所 ｢

と 行

- 1 6 -

と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
､

C
の

｢比
良
宮
｣
や

e
の

｢八
十

一
隣
之
宮
｣

に
極
め
て
近
い
｡
も
ち
ろ
ん
こ
の
斉
明
天
皇
七
年
に
お
け
る

｢
a
･
d
･

①
｣
の
事
例
は
､
行
幸
の
最
終
目
的
地
で
は
な
く
'
立
ち
寄
っ
た
と
い
う

事
例
で
あ
り
'
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
ま
さ
に

｢行
宮
｣
と
し
て
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
'
本
来
の
コ
ー
ス
か
ら
は
大
き
く
外
れ
る
と
共
に
､

比
較
的
長
い
滞
在
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味
か
ら
も
'
離
宮
的
存
在
と
位
置

い
ぎ
に

付
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
｡
そ
れ
は
『
伊
強
固
風
土
記
』
の
逸
文

｢伊
社
迩

_土
の
せか

波

之

岡

｣

条

(湯
郡
粂
)
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
納
得
で
き
る
こ

と
と
な
る
｡
即
ち
こ
の
地
は
'
事
の
真
偽
は
別
と
し
て
五
代
五
度
の

｢幸

行
｣
が
あ
り
'
そ
れ
は
こ
の
湯
岡
が
目
的
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
へ
同
じ
く
事
の
真
偽
は
別
と
し
て

｢上
官
聖
徳
皇
｣
(注
4
)
が

｢伊
社

迩
波
之
岡
｣
の
湯
岡
の
側
に
温
湯
を
讃
え
る
碑
文
の
温
湯
碑
を
建
て
た
と

い
う
こ
と
'鮮
明
天
皇
に
よ
る
こ
の
地
で
の
養
鳥
説
話
の
存
在
な
ど
か
ら
､

こ
の
地
は

一
時
的
な
行
宮
で
は
な
く
､
長
期
滞
在
型
の
離
宮
と
し
て
の
性

格
を
有
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
｡
と
な
る
と

｢行
宮
｣
と
あ
っ
て
も
'

行
旅
途
中
の
一
時
寄
泊
所
と
し
て
の
行
宮
か
ら
､
目
的
地
と
し
て
の
離
宮

的
存
在
と
し
て
の
行
宮
ま
で
'
幅
広
い
事
例
が
あ
る
こ
と
に
な
る
(注
5
)
0

｢行
宮
｣
は
通
常

｢か
り
み
や
｣
と
訓
読
し
て
い
る
が
､
｢伊
禄
熟
田
津
石

湯
行
宮
｣
な
ど
は
常
設
的
離
宮
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

(注
6
)
｡

b
の
｢兎
道
乃
宮
子
｣
も
そ
う
し
た
事
例
を
努
紫
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
o

あ
ご
の

②
の

｢阿
胡

行
宮
｣
(1

･
四
四
左
往
)
は
'
常
設
か
ど
う
か
は
不
明
と
し

て
'
こ
の
ケ
ー
ス
も
目
的
地
と
し
て
の

｢行
宮
｣
の
例
と
な
る
｡

こま
つるぎ
わ
ぎ
み
か
ーまち
爪り
かり
みや

ま
た
③
の
｢
狛

叙

和

射

見

我

原

乃

行

宮

｣

(2

二
九
九
'
19
-
21
句
)
の

例
は
柿
本
人
麻
呂
に
よ
る
高
市
皇
子
頼
宮
挽
歌
の
一
節
で
'
こ
の
地
に
壬

申
の
乱
時
に
お
け
る
大
本
営
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
箇
所
で
あ

る
｡
可
能
性
の
問
題
で
は
あ
る
が
'
そ
こ
に
は
離
宮
に
類
し
た
施
設
が
あ

り
'
乱
時
に
大
本
営
と
し
て
転
用
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
と
､単
に

1
時
的
な
行
宮
で
あ
っ
た
と
見
な
い
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
0

④

～
⑩
は
'
当
面
問
題
と
す
る
天
平
十
二
年
十

一
月
の
聖
武
天
皇
関
東

行
幸
時
の
一
連
の
高
菜
歌
群

(6

･
10
T完
1
0
1二六
番
歌
)
中
の
も
の
で
あ

り
､
次
の

｢四
｣
で
考
え
た
い
｡

四
､
該
当
歌
群
に
つ
い
て

さ
て
､
該
当
歌
群
八
首

(含
題
詞
左
往
)
中
に
､
④
～
⑩
の
七
例
の

｢行

宮
｣
例
が
見
ら
れ
る
.
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
行
旅
途
中
の
一
時
寄
泊
所
と

し
て
の
行
宮
の
例
で
あ
る
｡

か
･N_土くちの

｢
河

口

行
宮
｣
は
'
④

(6

二
〇
二
九
題
詞
)'
⑤

(6

･
10
三〇
左
往
)､
⑦

か
は
-
ち
の
の
の
べ

(6

二
〇
三
左
往
)
に
出
'
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
｢
河

口

之

野

連

｣
(6

･

一〇
二
九
番
歌
)
と
描
か
れ
て
い
る
地
で
あ
る
｡
『
続
日
本
紀
』
に
は

｢壱
志
郡

河
口
頓
宮
｣
と
あ
り
､
聖
武
天
皇

一
行
が
十
泊
し
た
地
で
あ
る
｡
前
稿

(注

7
)
で
は
仁
藤
敦
史
氏

(注
8
)
や
瀧
浪
貞
子
氏

(注
9
)

の
成
果
を
引
用か

し
た
｡
こ
の
地
に
は

｢川
口
開
｣
(注
10
)
が
あ
り
'
『
催
馬
楽
』
に
は

｢可

_ま
く
ち
の
せ
き

波

久

知

乃

世

支

｣
(催
馬
楽
二
二
六
番
歌
)
と
あ
る
｡
往
時
の

｢関
｣
は
単
な

る
柵
垣

(TT

ス
ト
ッ
プ
)
で
あ
っ
た
と
は
亨
見
ら
れ
ず
'
そ
れ
は

1
つ
の

役
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
で
あ
り

(注
11
)'
柵
垣
の
外
側

(東
側
)
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『 う
｣

行 う

』
に 称 た ろ し 例 で 行 な れ

､

行
辛

出
栄
′

~
ヽ

十

早

十
九 ｢

旦

の

十
日

｣ よ さ
前
の

十 と 行 不 と 所 し 子

- 1 7 -

に
役
所

(徳
)
が
存
し
た
に
違
い
な
い
｡
そ
う
し
た

｢野
連
｣
に
位
置
す

る
役
所
の
建
物
の
一
部
が

一
時
的
な
行
宮
と
し
て
機
能
し
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
O
十
泊
し
た

r河
口
行
宮
｣
で
の
或
る
夜
の
宴
で
の
詠
歌
が
t

か
はくち
の

の
.Z
に
いはり
て

よ
の
ふれ
は

いも
か
た
もと
し

おもはゆるか
も

河

口

之

野

連

ホ

鹿

両

夜

乃

歴

者

妹

之

手

本

師

所

念

鴨

(6

･
一〇
二
九
)

いも

と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
行
旅
中
'
｢妹
｣
へ
の
慕
情
を
詠
い
挙
げ
る
の
は
当

時
の
一
つ
の
規
範
と
し
て
の

｢み
や
び
｣
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
及

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(注
は
)'
こ
の
河
口
で
の

｢妹
｣
を
詠
む
詠
法
も

宴
席
に
お
け
る

｢わ
ざ
｣
に
他
な
ら
な
い
｡

さぎ
らの

あさけ
の

⑧
の

｢狭
残
行
宮
｣
(6

二
〇
三
二
層
詞
)
と
､
⑥
の

｢朝
明
行
宮
｣
(6

･

一〇
三〇
左
注
)
と
は
同

一
の
所
を
さ
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
｡
｢朝
明
行
宮
｣

(⑥
)
と
あ
る

1
〇
三
〇
番
歌
は
続
く

1
〇
三

1
番
歌
と
共
に
別
資
料
か

ら
の
増
補
と
い
う
こ
と
が
題
詞
形
式
及
び
そ
の
左
注
内
容

(疑
義
の
提
起
)

か
ら
影
山
尚
之
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

(注
13
)｡
同
歌
の
左
往
は

そ
の
増
補
後
の
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る

(注
l
)
｡
即
ち
t
f
連
の
歌

群
は
次
の
三
段
階
を
経
て
い
る
と
見
る
の
が
よ
い
｡

1
･⊥

〇
二
九
番
歌
t
IO
三
二
-
1〇
三
六
番
歌

(六
首
)

二
･‥
｢
二

に
一〇
三
〇
～
一〇
三

番
歌
の
題
詞
と
歌
の
増
補

(計
八
首
)

三
-

｢二
｣
に
IO
三
0
-
10
三

番
歌
の
左
往
の
加
筆

⑧
の

｢狭
建
行
宮
｣
(6
二
〇
三
二
題
詞
)
の
事
例
は
大
伴
家
持
が
大
き
く

関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
当
初
歌
群

(｢
一
｣)
に
属
し
て
い
る
｡
ま
た

⑥
の

r朝
明
行
宮
｣
(6
･
I0
1こ0
左
往
)
は
､
第
三
段
階
で
の
加
筆
に
よ
る

別
称
と
見
て
よ
い
｡
｢狭
残
行
宮
｣
に
つ
い
て
は
'
｢狭
残
｣
は
歴
史
地
名

｢佐
々
良
井
｣
(#
井
)
の
地
に
該
当
L
t
現
在
の
四
日
市
市
下
さ
ざ
ら
い

町
に
そ
の
痕
跡
を
残
す
と
し
た
岡
田
登
氏
の
指
摘

(注
15
)
に
よ
り
'
前

稿

｢狭
残
行
宮
に
お
け
る
大
伴
家
持
詠
に
つ
い
て
｣
で
'
｢狭
残
｣
の
用
字

か
ら

｢割

引

の
か
り
み
や
｣
と
訓
む
の
が
よ
い
と
考
定
し
た

(注
1
)0

そ
れ
は
朝
明
郡
の
地
に
あ
り
'
山
中
華
氏

(注
17
)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
'

朝
明
行
宮
の
別
称
が
狭
残
行
宮
で
あ
る
と
見
て
よ
い
O
こ
れ
は
t
r郡
名
+

行
宮
｣
か

｢地
名
+
行
宮
｣
か
と
い
う
呼
称
法
に
基
づ
く
違
い
と
な
る
O

た
.]ILIの

⑨
の
｢多
重
行
宮
｣
(6

･
10
1二四
題
詞
)
も
離
宮
的
存
在
と
考
え
ら
れ
る
.

こ
の
美
濃
国
当
曹
郡
の
地
は
､

元
正
天
皇
の
美
濃
国
行
幸

(『続
日
本
紀
』

養
老
元
年
(9
1七
)
九
月
十
一
日
粂
'
同
月
二
十
日
条
)
以
来
よ
く
知
ら
れ
た
所
で

あ
り
､
同
年
十

1
月
十
七
日
に
は
霊
亀
三
年
を
改
め
て
養
老
元
年
と
改
元

さ
れ
る
と
共
に
､
翌
年
二
月
七
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
美
濃
国
の
醸
泉
が

目
的
で
行
幸
さ
れ
て
も
い
る
｡
現
地
滞
在
は
二
週
間
程
度
と
し
て
も
､
こ

の
地
に
離
宮
的
な
施
設
が
建
て
ら
れ
た
と
見
る
の
が
良
か
ろ
う
｡

ふ
はの

⑩
の
｢
不

破

行
宮
｣
(6

二
〇
三
六
題
詞
)
は
､
柿
本
人
麻
呂
が
高
市
皇
子

頼
宮
挽
歌
の
中
で

｢和
射
見
我
原
乃
行
宮
｣
(2
･
一九
九
､
19
-
21
句
)
と
し

て
掲
げ
た
③
の
例
と
同

一
の
所
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
先
に
③
の
箇
所

で
､
離
宮
に
類
し
た
施
設
が
あ
り
乱
時
に
大
本
営
と
し
て
転
用
さ
れ
た
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
と
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
そ
れ
を
郡
名
に
よ
っ
て
｢不

破
行
宮
｣
と
し
た
も
の
に
違
い
な
く
'
｢朝
明
行
宮
｣
に
お
け
る

｢狭
残
行

宮
｣
と
同
じ
呼
称
法
で
あ
り
'
｢郡
名
+
行
宮
｣
か

｢地
名
+
行
宮
｣
か
と

い
う
同
所
異
称
に
な
る
｡

『
続
日
本
紀
』
に
は
､
行
幸
出
発

(十
一
月
二
十
九
日
)
の
十
日
前
の
十
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一
月
十
九
日
に

｢任
造
伊
勢
囲
行
宮
司
｣
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
｡
行
宮
司

は
'
急
速
諸
手
配
を
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
､
右
で
見
た
よ
う
に
旧
来

の
も
の
を
借
り
て
修
復
改
造
し
た
と
見
る
の
が
良
い
｡
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
､
仁
藤
敦
史
氏
が

｢基
本
的
に
は
郡
家

･
駅
家

･
国
府

･
豪
族
宅
な

ど
既
存
の
施
設
を
仮
宮
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
｣
(注
18
)

と
指
摘
し
て
い
る
｡
即
ち
'
河
口
行
宮
は
河
口
関

(そ
の
役
所
の
関
連
施
設
)

を
､
狭
残
行
宮

(朝
明
行
宮
)
は
朝
明
郡
街
の
1
部
を
､
多
芸
行
宮
は
離
宮

を
'
不
破
行
宮
は
離
宮
に
類
し
た
施
設
を
改
修
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
O
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
'
次
第
司

(前
後
の
警
護
人
)
と
し
て

r惣
四

百
人
｣
と
あ
る

(十
一
月
二
十
三
日
条
)｡
こ
の
四
百
人
の
中
に
恐
ら
く
橘
諸

兄
た
ち
は
含
ま
れ
て
は
お
ら
ず
､
総
勢
は
よ
り
膨
ら
む
こ
と
に
な
ろ
う
｡

五
､
行
宮
宴
歌
に
つ
い
て

さ
て
こ
の

一
連
の
歌
群
に
は
'
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
'
丹
念
に
行
宮

名
が
記
さ
れ
て
お
り
'
そ
れ
は

『
黄
葉
集
』
中
の
行
宮
記
載
例
か
ら
見
る

と
特
異
な
存
在
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
｡
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
'
考
え
て
み
よ
う
｡

ま
ず
は
大
伴
家
持
が
天
皇
警
備
の
内
舎
人
と
し
て
行
幸
に
従
駕
し
て
い

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
o
内
舎
人
と
し
て
の
従
駕
は
冒
頭
歌
の
題
詞
に
r内

舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌

1
首
｣
(6

二
〇

二
九
題
)
と
あ
る
O
内
舎
人
は
､

槍
簡
性
識
聡
敏
儀
容
可
取

充
内
舎
人

(『
軍
防
令
』
59
)

内
舎
人
九
十
人

〔掌

背
刀
宿
衛

供
奉
雑
使

若
駕
行
分
衛
前
後
〕

(『職
員
令
』
3
､
中
務
省
粂
)

と
養
老
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
｡
従
駕
の
次
第
を
精
細
に
記
録
し
た
の
は

大
伴
家
持
の
性
癖
と
言
っ
て
よ
く
'
そ
れ
は

｢歌
日
誌
｣
と
称
さ
れ
る
後

の
巻
第
十
七
以
降
の
四
巻
で
具
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
｡

こ
の
一
連
の
歌
群
に
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
文
学
と
し
て
の
特
質
を
見
て
取

る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
'
こ
の
伊
勢
行
幸
歌
群
の
記
述
は
よ
り
精
彩
を

放
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
､
当
時
の
大
伴
家
持
に
ル
ポ
記
録
性
と
い

う
認
識
は
な
く
'
あ
く
ま
で
も
自
己
詠
を
中
心
と
し
た
行
幸
従
駕
歌
の
手

控
え
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
.
先
に
見
た
よ
う
に
､

1
〇
三

〇
番
歌

(聖
武
天
皇
詠
)
と

一
〇
三

一
番
歌

(丹
比
真
人
屋
主
詠
)
は
増
補
で

あ
る
か
ら
当
初
は
大
伴
家
持
の
手
許
に
無
か
っ
た
も
の
で
あ
り
'
当
初
歌

群
は
家
持
の
五
首
に
大
伴
東
人
の
一
首
の
み
の
記
録
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
｡
そ
う
い
う
意
味
で
は
後
の
歌
日
誌
同
様
に
自
己
詠
を
中
心
と

し
た
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
り
'
天
皇
詠
す
ら
も
記
し
留
め
て
は
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

以
上
'
見
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
､

I
連
の
歌
は
結
果
的
に
行
幸
従
駕
の

記
録
歌
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
ず
'
ル
ポ
記
録
性
は
も
と
よ
り

の
こ
と
'
積
極
的
に
歴
史
記
録
と
し
て
残
す
意
図
が
無
い
こ
と
も
勿
論
の

こ
と
で
あ
り
､
大
伴
家
持
個
人
の
歌
詠
記
録
と
し
て
の
手
控
え
に
他
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

で
は
な
ぜ
'
『高
菜
集
』
の
中
に
お
い
て
特
異
と
も
言
え
る

1
々
の
行
宮

名
の
記
録
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
れ
は

｢歌
詠
記
録
と
し
て
の
手
控

え
｣
と
い
う
右
の
ま
と
め
以
上
に
は
出
な
い
と
考
え
る
｡
即
ち
､
行
く
先
々
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の
休
憩
宿
泊
地
に
お
い
て
宴
席
が
設
け
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
C
行

宮
宴
席
の
場
と
い
っ
て
よ
い
｡

そ
う
し
た
旅
先
の
行
宮
宴
席
に
お
い
て
は
'
迎
え
る
現
地
の
人
の
歓
迎

こた

の
歌
と

一
行
の
そ
れ
に
和
え
る
挨
拶
詠
と
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
に

な
る
O
例
え
ば
､

(天
平
)
九
年
丁
丑
春
正
月
橘
少
卿
井
諸
大
夫
等
集
弾
正
声
門
部
王
家

宴
歌
二
首

あらか
じめ

き
み
･Ib

ま
き

む

と

し
ち

ま

せ

は

か
ど

に

や

ど

に

も

複

公

来

座

武

跡

知

麻

世

婆

門

亦

屋

戸

ホ

毛

右

1
首
主
人
門
部
王

〔後
賜
姓
大
原
真
人
氏
也
〕

t
と

つひ
も

さ
の
ふ
10
け
ふ
も

み
つれども

あ
†
さ
へ
み

ま
く

前

日

毛

昨

日

毛

今

日

毛

錐

見

明

日

左

倍

見

巷

ち間

た
･N
L
か
･ま
し

書
l

珠

敷

益

乎

(6

二
〇

二
二)

ほ
し
き
さ
み
か

欲

寸

君

香

(6
二
〇

一E])

右

一
首
橘
宿
祢
文
成

〔即
少
卿
之
子
也
〕

と
い
う
や
り
と
り
は
そ
う
し
た
も
の
の
一
例
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
都
中
に

お
い
て
の
応
酬
で
あ
る
｡
ま
た
'
巻
第
十
八
の
巻
頭
に
は
､
越
中
国
守
と

し
て
赴
任
し
て
い
た
大
伴
家
持
と
都
か
ら
橘
家
の
使
者
と
し
て
下
っ
て
来

た
田
連
福
麻
呂
と
の
間
で
の
-
連
の
応
酬
が
録
さ
れ
て
い
る

(l
･
四〇
三
二

～
四〇
五
五
〇
関
連
歌
､
l
･
四〇
五
六
～
讐
六
五
)｡
こ
の
中
に
'
難
波
の
地
で
の
橘

諸
兄
と
元
正
上
皇
と
の
次
の
よ
う
な
か
つ
て
の
古
詠
の
や
り
と
り
が
記
録

さ
れ
て
い
る
｡

太
上
皇
御
在
於
難
波
宮
之
時
歌
七
首

〔清
足
姫
天
皇
也
〕
(内
'
二
首
)

左
大
臣
橘
宿
祢
歌

一
首

は
り
え
に
は

た
暮
し
か

.～

L

を

ね
は
さみを

rt
ふ
ね

こ
か
む
と

保

里

江

ホ

波

多

麻

之

可

麻

之

乎

大
皇
乎

美
敷
祢
許
我
牟
登

か
ね
て
し
り
せ

は

可

年

呈

之

里

勢

婆

(

18

･
四
〇
五
六
､
橘
諸
兄
)

御
製
歌

-
首

〔和
〕

た
ま
し
か
す

き
み
が

く

い

て

い

ふ

は

り

え

に

は

た
ま
L
J'b
み

多

寓

之

賀

受

伎

美

我

久

伊

豆

伊

布

保

理

江

ホ

波

多
麻
之
伎
美

て
て

つ
ぎ
て

か
よ
は
む

i
,

N
こ
き
し
さ
て

皇

々

都

奉

呈

可

欲

波

牟

〔或
云
多

麻

古

伎

之

伎

n
fl
〕

(18
･
四〇
五
七
㌧
元
正
上
皇
)

右
二
首
件
歌
者
御
船
折
江
遊
宴
之
日
左
大
臣
奏
井
御
製

お
そ
ら
く
､
こ
れ
に
近
い
歌
の
や
り
と
り
が
天
平
十
二
年
の
聖
武
行
幸

の
旅
先
の
行
宮
で
の
宴
席
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
｡
こ
う
し

た
こ
と
が
t

I
々
の
行
宮
ご
と
に
歌
が
あ
り
､
そ
の
行
宮
名
が
記
録
さ
れ

て
い
る
理
由
で
あ
ろ
う
O
し
か
し
な
が
ら
t

I
連
の
歌
に
は
現
地
の
人
の

歓
迎
の
詠
歌
も
残
ら
な
け
れ
ば
'
そ
れ
に
応
え
た
歌
も
無
く
'
天
皇
詠
も

見
ら
れ
な
い

(天
皇
歌
は
別
資
料
由
来
と
い
う
こ
と
'
言
及
し
た
と
こ
ろ
)｡
こ
の

こ
と
は
､
歌
の
場
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
即
ち
こ
の
時
'
大
伴
家
持

は
内
舎
人
と
し
て
従
駕
し
て
い
た
O
天
皇
の
側
近
と
言
え
ば
そ
れ
に
違
い

は
な
い
が
'
高
級
官
僚
と
し
て
の
陪
従
で
は
な
く
'
あ
く
ま
で
も
舎
人
と

し
て
の
従
駕
に
他
な
ら
ず
'
天
皇
レ
ベ
ル
の
ハ
イ

･
ク
ラ
ス
と
は
画
さ
れ

た
末
席
に
位
置
し
て
い
た
｡
つ
き
つ
め
れ
ば
'
家
持
の
歌
の
場
は
都
に
残

いも

し
た

｢妹
｣

へ
の
慕
情
を
歌
い
上
げ
る
に
適
し
た
末
席
で
あ
り
､
そ
れ
が

家
持
に
お
け
る
行
宮
宴
歌
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

(注
19
)0

天
皇
詠
が
家
持
の
手
許
に
残
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
な
る
｡

六
､
お
わ
り
に

行
宮
で
の
宴
席
は
右
の
次
第
で
あ
ろ
う
｡
行
く
先
々
に
お
い
て
'
天
皇

-19-
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一
行
を
歓
迎
す
る
宴
席
が
張
ら
れ
'
当
然

の
こ
と
な
が
ら
内
舎
人
家
持
も

そ
う
し
た
お
こ
ぼ
れ
に
与
か

っ
た
｡
旅
先

の
行
宮
ご
と

の
詠
歌
が
家
持
と

い
う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
希
有
に
も
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

の
で
あ

っ

た
｡
た
だ
旅
先

の
行
宮
ご
と

の
詠
歌
と
は
言

っ
て
も
､
全

て
の
行
宮

で
の

歌
が
記
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
｡
『
高
菜
集
』
で
の
記
録
と

『
続
日

本
紀
』
に
お
け
る
記
録
を
対
比
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
｡

河

口
行
宮

･
朝
明
行
宮

･
狭
残
行
宮

･
多
重
行
宮

･
不
破
行
宮

-
-
≡
-

『
黄
葉
集
』
巻
第
六

堀
越
頓
宿

･
名
張
郡

･
安
保
頓
宮
宿

･
河

口
頓
宮

･
壱
志
郡
宿

･

赤
坂
頓
宮

･
朝
明
郡

･
石
占
頓
宿

･
当
伎
郡

･
不
破
頓
宿

(下
略
)

-
-
-
-
-
-

『
続
日
本
紀
』

藤
原
虞
嗣
逮
捕
処
刑
の
報
が
入
る
河

口
の
地
よ
り
前
は

l
泊

の
み
で
あ

り
'
宴
を
開
く
余
裕
も
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
無
視
す
る
と
し
て
､
二
泊

の

｢壱
志
郡
宿
｣
'
九
泊

の

｢赤
坂
頓
宮
｣
で
の
歌
が
あ

っ
て
も
よ
い
｡
し
か

し
そ
れ
は
記
録
さ
れ
て
は
い
な

い
o
歌
を
記
録
す
る
と
い
う
面
に
お
い
て

窓
意
的

で
あ

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
｡
家
持
に
と

っ
て
満
足
の
行
く
詠
作
が

出
来
な
か

っ
た

の
か
も
知
れ
な

い
｡

【注
】

1

『
続
日
本
紀
』
に
は
聖
武
天
皇
勅
と
し
て

｢暫
往
関
東
｣
と
あ
り

(『
続
日
本
紀
』

天
平
十
二
年
十
月
二
十
六
日
条
)
､
こ
れ
に
よ
っ
て

｢関
東
行
幸
｣
と
し
た
｡
こ
の

場
合
､
｢関
｣
と
は
河
口
関
及
び
三
関
を
さ
し
､
｢東
｣
と
は
広
義
の
東

(｢第
三
の

東
｣)
の
地
を
さ
し
て
い
る
｡
｢第
三
の
東
｣
に
つ
い
て
は
'
大
野
晋
氏

『
日
本
語
の

起
源
』
岩
波
新
書
'
五
八
頁
～

(岩
波
書
店
'

一
九
五
七
年
九
月
)'
大
久
保
正
氏

｢万
葉
集
に
お
け
る
東
歌
の
範
囲
と
そ
の
意
味
す
る
も
の
｣
(北
海
道
大
学

『
国
語

国
文
研
究
』
三
八
号

･
四
〇
号
､
l
九
六
七
-
1
九
六
八
年
'
同
氏

『
黄
葉
集
束
歌

論
致
』
塙
書
房
'
所
収
)
､
虜
岡
義
隆

｢
｢草
蔭
の
安
努
｣
考
｣
(三
重
大
学

『
人
文

論
叢
』
四
号
'
1
九
八
七
年
三
月
)
､
虞
岡
義
隆

｢近
江
は
畿
外
?
｣
(は
な
わ
新
書

『黄
葉
の
こ
み
ち
』
塙
書
房
'
二
〇
〇
五
年

一
〇
月
､
所
収
)
､
参
照
｡

『
高
菜
集
』
中
の

｢幸
｣
の
全
五
八
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

(｢行
幸
｣
を
意

味
す
る

｢幸
｣
の
事
例
に
限
り
､
｢行
幸
｣
｢幸
行
｣
な
ど
の
複
合
例
を
除
い
た
)
0

1
･
五
題
詞
､
六
左
注

(計
三
例
)
'
七
左
往

(計
三
例
)
'
八
左
注
､
九
題
詞
'

二
七
題
詞
'
二
七
左
注
､
三
四
題
詞
､
三
四
左
往
､
三
六
題
詞
'
1
二
二
九
左
荏

(計
六
例
)
､
四
〇
題
詞
'
四
四
左
往
､
五
〇
左
往

(計
二
例
)'
五
四
題
詞
'
五

七
題
詞
'
六
四
題
詞
､
六
六
題
詞
へ
七
〇
題
詞
'
七

1
題
詞
'
七
四
題
詞
｡
2
･

二

題
詞
､

1
四
六
題
詞
t

l
九

一
㌧
一
九
六
.
3
･
二
八
七
題
詞
'
三
〇
六

題
詞
､
三

一
五
題
詞
0
4
･
五

二

題
詞
､
五
四
三
題
詞
'
五
E
]六
題
詞
0
6
･

九
〇
七
題
詞
､
九

1
六
左
注
'
九

一
七
題
詞
､
九
二
〇
題
詞
､
九
二
八
題
詞
､
九

三
五
題
詞
､
九
五
〇
題
詞
'
九
九
七
題
詞
､

一
〇
〇
五
題
詞
'

一
〇
二
九
題
詞
｡

9

･

六
六
五
題
詞
'

一
六
六
七
題
詞
'

一
七

二
二
題
詞
｡

19

･
四
二
二
四
左

往
'
四
二
六
八
題
詞
｡
2

･
四
四
三
九
題
詞
､
四
四
五
七
題
詞
O

廉
岡
義
隆

｢額
田
王
の

｢宇
治
の
都
の
借
鹿
｣
詠
に
つ
い
て
｣
(三
重
大
学

『
人

文
論
叢
』
二
〇
号
'
二
〇
〇
三
年
三
月
)0

『
伊
複
園
風
土
記
』
逸
文

｢伊
社
迩
波
之
岡
｣
条

(湯
郡
条
)
の
本
文
は
､
庫
岡

義
隆

｢伊
社
迩
波
之
岡
｣
(上
代
文
献
を
読
む
全
編

『
風
土
記
逸
文
注
釈
』
翰
林
書

房
'
二
〇
〇
一
年
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
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5

仁
藤
教
史
氏
は

『
日
本
書
紀
』
(孝
徳
天
皇
条
)
の
事
例
を
も
と
に

｢大
ま
か
な

区
別
は
可
能
だ
が
､
厳
密
な
意
味
で
の

｢行
宮
｣､
｢離
宮
｣
の
峻
別
は
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
｣
と
指
摘
す
る
｡
仁
藤
敦
史
氏

｢古
代
の
行
幸
と
離
宮
｣
(『
条

里
制

･
古
代
都
市
研
究
』

1
九
号
､
二
〇
〇
三
年

二

万

二
二
頁
)0

こ
の
温
湯
宮
に
つ
い
て
は
､
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
風
土
記
』
の
頭
注

(五

〇
六
ペ
ー
ジ
注
四
)
に
お
い
て
､

松
山
市
南
久
米
町
北
来
任
の
来
任
‥
廃
寺

(松
山
市
文
化
財
調
査
報
告
書

12
)

が
あ
る
来
任
台
地
に
官
街
…ん
群
が
形
成
さ
れ
'
そ
こ
に
温
湯
宮

(石
湯
行
宮
)

が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(松
原
弘
宣

『
熟
田
津
と
古
代
伊
予

国
』
)｡
こ
の
地
は

『
和
名
抄
』
で
は
隣
の
久
米
の
郡
と
考
え
ら
れ
る
が
'
古
代

は
こ
の
辺
り
ま
で
が
温
泉
の
郡
で
あ
っ
た
か

(1
五
〇
四
ペ
ー
ジ
注
六
､
五

一

二
ペ
ー
ジ
注

1
)0

と
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡
そ
の
松
山
市
文
化
財
調
査
報
告
書

12
は

『
来
任
廃

寺
』
(松
山
市
教
育
委
員
会
等
'
一
九
七
九
年
三
月
)
で
あ
り
'
松
原
弘
宣
氏
の
『
熟

田
津
と
古
代
伊
予
国
』
は
創
風
社
出
版
､
一
九
九
二
年
四
月
刊
で
あ
る
｡
関
連
し
て

松
原
弘
宣
氏
に
は

｢伊
予
国
久
米
評
の
成
立
と
回
廊
状
遺
構
｣
(『
日
本
歴
史
』
五
〇

四
号
､

一
九
九

〇
年
五
月
)､
｢回
廊
状
遺
構
と
熟
田
津
｣
(新
版

[古
代
の
日
本
]

④

『
中
国

･
四
国
』
角
川
書
店
､

一
九
九
二
年

一
月
)
等
が
あ
る
｡
そ
の
後
'
重
松

佳
久
氏

｢久
米
官
衝
遺
跡
群
の
概
要
｣
(『
日
本
歴
史
』
六
五
八
号
'
二
〇
〇
三
年
三

月
)
が
あ
り
'
右
の
松
原
弘
宣
氏
の
指
摘
を
追
認
し
て
い
る
｡
こ
の
松
原
弘
宣
氏
や

重
松
佳
久
氏
は
来
任
廃
寺
の
西
に
位
置
す
る

｢回
廊
状
遺
構
｣
を
そ
れ
と
考
え
て
い

る
｡
最
近
出
た

『史
跡
久
米
官
衛
遺
跡
群

調
査
報
告
書
』
(松
山
市
教
育
委
員
会

等
､
二
〇
〇
六
年
三
月
)
で
は
､
久
米
官
衝
遺
跡
群
全
体
を
行
宮
を
含
む
官
衛
と
見

る
考
え

(松
原
弘
宣
説
)
と
天
皇
家
の
直
轄
領

(ミ
ヤ
ケ
)
の
一
角
に
置
か
れ
た
役

所
と
す
る
考
え
と
を
併
記

(二
八
頁
)
し
っ
つ
も
'
石
湯
行
宮
の
存
在
を
重
視
し
て

い
る

(
一
四
頁
).

7

鹿
岡
義
隆

｢狭
残
行
宮
に
お
け
る
大
伴
家
持
詠
に
つ
い
て
｣
(『
三
重
大
学
日
本
語

学
文
学
』

1
六
号
､
二
〇
〇
五
年
六
月
).

8

仁
藤
敦
史
氏
､
注
5
に
同
じ
.

9

瀧
浪
貞
子
氏

｢大
仏
造
立

へ
の
道
程

-
聖
武
天
皇
の

｢紡
裡
五
年
｣
｣
(京
都
女

子
大
学
宗
教

･
文
化
研
究
所

『
研
究
紀
要
』
三
号
'

1
九
九
〇
年
三
月
o
同
氏

『
日

本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
所
収
)｡
所
収
本
に
よ
る
.

10

席
岡
義
隆

｢河
口
｣
(『
東
海
の
万
葉
歌
』
お
う
ふ
う
､
二
〇
〇
〇
年
七
月
)
､
参

照
0

11

こ
の
こ
と
は
'
例
え
ば
桑
原
滋
郎
氏

｢多
賀
城
と
東
北
の
城
柵
｣
(古
代
日
本
を

発
振
す
る
4
『
大
事
府
と
多
賀
城
』
所
収
'
岩
波
書
店
'
1
九
八
五
年
三
月
)
に
具

に
示
さ
れ
て
お
り
､
不
破
関
の
発
振
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

12

廉
岡
義
隆

｢天
平
の
風
流

1
達
新
羅
佳
人
歌
に
お
け
る
宴
-
｣
(『
三
重
大
学

日
本
語
学
文
学
』

〓
ハ
号
'
二
〇
〇
五
年
六
月
)0

13

影
山
尚
之
氏

｢聖
武
天
皇

｢東
国
行
幸
時
歌
群
｣
の
形
成
｣
(『
解
釈
』
三
八
巻

八
号
'

一
九
九
二
年
八
月
)｡

i4

一
〇
三
〇
番
歌

二

〇
三

一
番
歌
左
注
が
後
補
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
､
徳
田

浄
氏

(『高
菜
集
成
立
敦
』

一
九
六
七
年
二
月
｡
｢巻
六
の
撰
｣
条
､
四
七
頁
)
や
中

西
進
氏

(
｢万
葉
集
巻
六
の
形
成
｣
『
国
語
と
圃
文
筆
』
四
二
巻
六
号
'
一
九
六
五
年

六
月
｡
同
氏

『
中
西
進
万
葉
論
集
』
第
六
巻
所
収
'
一
六
七
頁
)
に
よ
っ
て
早
く
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
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15

岡
田
登
氏

｢壬
申
の
乱
及
び
聖
武
天
皇
伊
勢
巡
幸
と
北
伊
勢

(上
)
(下
)

-

朝
明
郡
家
跡
の
発
見
を
契
機
と
し
て
-
｣
(皇
畢
館
大
学

『
史
料
』

1
九

一
～
一
九

二
号
､
二
〇
〇
四
年
六
～
八
月
)0

16

庫
岡
義
隆
'
注
7
に
同
じ
｡

17

山
中
章
氏

｢聖
武
天
皇
の

｢朝
明
行
宮
｣
か
｣
(『
京
都
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
六

月

1
0
日
)｡

18

仁
摩
敦
史
氏
､
注
5
に
同
じ
o

l
九
頁
0

19

小
野
寛
氏
は
河
口
と
い
う
場
に
お
け
る
言
及
で
あ
る
が
､
｢内
舎
人
た
ち
は
内
舎

人
た
ち
で
小
宴
を
持
っ
た
だ
ろ
う
｣
と
指
摘
し
て
い
る

(小
野
寛
氏

｢聖
武
天
皇
関

東
行
幸
の
時
の
歌
八
首
｣
『駒
揮
国
文
』
三
八
号
'
二
〇
〇
一
年
二
月
)｡

参
考
文
献

･
小
野
寛
氏

｢久
頚
京
の
歌
｣
(学
習
院
女
子
短
期
大
学

『
国
語
国
文
論
集
』
六

号
､

一
九
七
七
年
二
月
､
同
氏

『
大
伴
家
持
研
究
』
所
収
)0

･
真
下
厚
氏

｢天
平
十
二
年
聖
武
東
国
巡
幸
歌
群
歌
考

-

人妻
恋
ひ
)
の
歌
の

は
た
ら
き
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(『
城
南
国
文
』

1
0
号
､

一
九
九
〇
年
二
月
)o

･
鹿
川
晶
輝
氏

｢聖
武
天
皇
東
国
行
幸
従
駕
歌
論
｣
(『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
1

1
五
号
､
I
九
九
八
年

7
1
月
'
同
氏

『
万
葉
歌
人
大
伴
家
持

作
品
と
そ
の

方
法
』
所
収
)｡

･
庫
岡
義
隆

｢国
府
宴
席
歌
考

～
近
江
万
葉
の
世
界
-
｣
(『
高
岡
市
万
葉
歴
史

館
紀
要
』

一
〇
号
'
二
〇
〇
〇
年
三
月
)0

･
田
阪
仁
氏

｢聖
武
天
皇
の
伊
勢
国
行
幸
と
関
宮
跡
に
つ
い
て
(上
)
(下
)
｣
(『
斎

宮
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
1
0
-
1
1号
'
二
〇
〇
1
年
三
月
～
二
〇
〇
二

年
三
月
)

･
森
朝
男
氏

｢伊
勢
国
行
幸
従
駕
の
歌
｣
(セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
､
第

八
巻

『
大
伴
家
持

(
1
)』
和
泉
書
院
'
二
〇
〇
二
年
五
月
).

･
小
笠
原
好
彦
氏

｢古
代
の
離
宮

･
行
宮

･
頓
宮
遺
跡
の
諸
問
題
｣
(『
条
里
制

･

古
代
都
市
研
究
』

1
九
号
'
二
〇
〇
三
年

1
二
月
)o

･
新
沢
典
子
氏

｢歌
に
示
さ
れ
た
聖
武
朝
史

-
巻
六

二

〇
二
九
～
四
三
の
配

列
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
九
七
号
､
二
〇
〇
五
年

l

二
月
)｡

･赤
川

一
博
氏
｢聖
武
東
遊
の
謎
を
め
ぐ
っ
て

大
仏
構
想
か
ら
み
た
伊
勢
行
幸
｣

(『
四
日
市
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』

1
三
号
､
二
〇
〇
六
年
三
月
)o

*
当
稿
は
､
二
〇
〇
七
年

1
月
二
四
日
に
本
学
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
伊
輿

湾
･熊
野
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
を
ベ
ー
ス

に
し
て
ま
と
め
な
お
し
た
も
の
で
あ
り
､
伊
勢
湾
･
熊
野
地
域
研
究
セ
ン
タ
I

に
お
け
る
共
同
研
究
の
1
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
O

発
表
会
当
日
､
榎
村
寛
之
氏

(斎
宮
歴
史
博
物
館
学
芸
員
)
､
尾
西
康
充
氏
へ

塚
本
明
氏
､
山
中
章
氏
か
ら
種
々
の
教
示
を
得
た
が
､
生
か
せ
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
｡
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
｡

付
妃

当
稿
を
纏
め
た
後
に
､
『
三
重
大
史
学
』
七
号

(二
〇
〇
七
年
三
月
)
が

刊
行
さ
れ
た
O
こ
の
中
に
は
､
栄
原
永
遠
男
氏

｢伊
勢
湾
交
通
か
ら
み
た
北
伊
勢
の

地
域
的
特
徴
｣
の
有
意
義
な
論
考
'
及
び
天
野
三
恵
子
氏
･
山
中
華
氏

｢文
献
史
料

に
見
る
行
幸
史
料
集

(抄
)
｣
が
あ
る
｡
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
｡

[ひ
ろ
お
か

よ
し
た
か

本
学
教
員
]
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